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樹脂Amberlite IRA 400 (OH型j吸着法を発表した
が之に更に改良を加え他のイオン交換樹脂Amberlite 
IR 120 (H型）， Dowex 3 1 OH型）に BenzenoidSt-







































































































pericardiopexy, 2) Beck I. 3) Cardioomentopexy 
4) BIMAL, 5) Vineberg-，及び 6)Lezius, 7〕Cart-
























































































































































































































































































































の ではp たとえば lOOy/cc溶液を重層した時，寒
天の液接触面は 10γ／ccであり p 下方ほど寒天内濃度
は減少する．この時50γ／ccの濃度は何の高さに分布す
るのか？






7〕 pH,8.4, 8.1, 7.8, 7.5, 7.2, 6.9, 6.6, 6.3, 6.0, 575.4 




8) pH 8.1以上の場合と6.0以下の mediumに於て
はKMの侵入性がSMより優れ＇ 7.8と6.8の聞では SM
の方が優れていた．






























て報告しp 性及び年令p 季節的関係p 手術の種類p 疾
患、との関係p 麻酔との関係p肺の樫患部位p本症の発見
と処置に就いてこれら 5例の症例を中心として文献的
考察をなしF 特に ALEVAIREのl民家p postual 
drainage，就中 Sante氏法の有効性を説きP 気管切
開術を機を逸せず必要な時には行うべきものであるこ
とを述べ，軽症を合めて可成りの頻度に本症が発生す
るのであるから腹部の手術の際にもF 肺の状態に気を
つけて速やかに本症を発見して処置することが必要で
あることを強調した．
追加木村忠司
数日後に突如発病することp 胃潰疹手術［去に多い事
